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地理学会ニュース 2019年度 第 4号 

法政大学地理学会  2020年3月23日発行 

 

会  告 

 

         法政大学地理学会 

          会長 細田 浩 

 

2020年度定期総会 

 

下記の通り、2020 年度定期総会を開催しま

す。総会・懇親会の出欠は法政地理 52 号綴じ

込みのハガキにて4月末日までの返送をよろし

くお願いいたします。なお、総会成立要件が会

則で定められたため、総会欠席の方は委任状の

返送も合わせてお願いいたします。 

なお、今後の状況により、日程等変更になる

可能性もありますので、開催に関する最新情報

は学会HPで確認してください。 

 

記 

 

◎日時：2020年5月23日（土） 

 16時20分～17時20分 

 

◎会場：法政大学市ヶ谷キャンパス 

    （東京都千代田区富士見2-17-1） 

     ボアソナードタワーBT1300教室 

 

◎議題：1．会則改正 

    2．名誉会員の推薦 

3．2019年度事業報告 

    4．2019年度決算報告 

    5．2019年度監査報告 

    6．2020年度事業計画および予算案 

7.  その他 

 

なお、当日は総会に先立ちまして、評議員会

および特別講演が予定されています。特別講演

には万障お繰り合わせの上ご参集いただきま

すようお願いいたします。 

 

会長講演 

 

◎日時：2020年5月23日（土） 

15時00分～16時頃まで 

 

◎会場：法政大学市ヶ谷キャンパス 

          ボアソナードタワーBT1300教室 

 

◎演者 細田 浩氏（(有)ゲオ研究所代表取締

役・國學院大學栃木短期大学非常勤講師） 

 

◎演題「地理学におけるスケール性と流域生態

系の概念」 

 

法政大学地理学会評議員会 

 

◎日時：2020年5月23日（土） 

     11時 00分～12時00分 

 

◎会場：法政大学市ヶ谷キャンパス 

    （東京都千代田区富士見2-17-1） 

     ボアソナードタワーBT1300教室 

 

◎議題：1．会則改正 

    2．名誉会員の推薦 

3．2019年度事業報告 

    4．2019年度決算報告 

    5．2019年度監査報告 

    6．2020年度事業計画および予算案 

7.  その他 

 

法政大学地理学会一般発表の募集 

 

 後述のように、2019年度法政大学地理学術

大会は中止となりましたが、一般発表について
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は2020年5月23日（土）の定期総会に合わ

せて開催したいと思います。 

つきましては、下記のように発表者を募集し

ますので、奮ってご応募ください。また、発表

されない方も定期総会や会長講演に合わせて

ご参加ください。 

 

記 

 

◎日時：2020年5月23日（土） 

     ポスター発表 

      12時 00分～13時00分 

     口頭発表 

      13時 00分～14時40分（予定） 

 

◎会場：法政大学市ヶ谷キャンパス 

    （東京都千代田区富士見2-17-1） 

     ボアソナードタワーBT1200教室・

BT1300教室（予定） 

 

◎発表形式：口頭発表とポスター発表を募集し

ます。詳細は地理学術大会に準じ

ます（地理学会ニュース2019年

度第3号を参照のこと）。 

 

◎募集方法：同封の申込用紙を利用するか、あ

るいは本学会ウェブサイトより

ダウンロードし、必要事項をご記

入の上、郵便、FAX、メール添付

にて下記宛てにお送りください。 

 

 郵便：〒102-8160 千代田区富士見2-17-1 

    法政大学文学部地理学科教室内 

    法政大学地理学会集会委員会宛 

 FAX：03-3264-9459 

 E-mail：shukai@chiri.info 

 

◎申込期限：2020年4月24（金）必着 

 

2019年度法政大学地理学術大会 

（中止）について 

 

 2019 年度の法政大学地理学術大会は、2020

年 2 月 22 日（土）に法政大学市ヶ谷キャンパ

ス富士見坂校舎等で、文学部地理学科と共催で

開催される予定であったが、周知のとおり、新

型コロナウイルスの感染拡大が懸念されるこ

とから中止となった。この学術大会は年に1回

開催される行事であり、本学会の会員にとって

は学術研究や教育現場の状況などについて発

表することや、学生会員である地理学科卒論生

の発表を聴くことができ、そして会員間の情報

交換および親睦を図る貴重な機会であること

から、非常に大切な会であると位置づけられよ

う。不測の事態とはいえ、このような大切な会

を中止せざるを得なくなったのは大会実行委

員会および本学会常任委員会としては断腸の

思いである。そして、大会開催の間際となって

中止の決定を下すことになり、会員各位にご迷

惑をお掛けしたことをお詫び申し上げたい。 

 学術大会は中止となったが、エントリーされ

た発表総数は139であり、内訳は卒業論文発表

109（通学課程 107（優秀卒業論文発表 4 を含

む）、通教課程2）、一般発表（口頭発表）8（う

ち修士論文発表7）、一般発表（ポスター発表）

22であった。昨年度大会の発表数よりは若干減

少したものの、比較的に多くの発表が予定され

ており、盛況な会となることが見込まれていた

ことからも、中止となったことは大変残念であ

る。 

 そこで、このまま会員の発表の機会を失わせ

るのは惜しいことから、先の 2020 年度定期総

会の案内の項目にて記したように、5 月 23 日

（土）の定期総会時に一般発表を行う予定であ

る。学術大会において一般発表のエントリーを

していた方だけでなく、新たな発表者も募集す

るので、積極的にエントリーしていただきたい。 

 また、学術大会は中止となったが、卒論生の

努力に報い、在学生に対して指針を示す意味か

ら、第9回法政大学地理学会賞（最優秀卒業論

文賞）の審査は行うこととなった。発表（プレ

ゼンテーション）を踏まえての審査という例年

どおりの方法は採れないが、審査員の方にはで

きるだけその方法に近い形で審査を行っても

らうことが望ましいと考え、候補者が学術大会

に用いる予定であった発表資料（プレゼン資料

および口頭説明資料）を基に審査を行っていた

だいた。したがって、例年は学術大会の日のみ

で審査が完結するところ、今年度は日数を掛け

て審査を行う形となり、以下の5名の審査委員

の方々には多大なご尽力を賜った。本報告を借

りて御礼申し上げたい。 

 最後に、第9回法政大学地理学会賞（最優秀

卒業論文賞）の審査結果は下記のとおりであり、
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横山数馬さんが最優秀卒業論文賞に選ばれた。

なお、横山さんおよび最終候補に残った3名の

優秀卒業論文対象学生については、学位記の交

付時に表彰状等を贈呈する。 

 

［2019年度最優秀論文賞審査員］（50音順） 

近藤博史先生（横浜国立大学環境情報研究院） 

千葉 晃先生（練馬区立石神井西中学校） 

前畑明美先生（法政大学） 

宮内崇裕先生（千葉大学大学院理学研究院） 

宮地忠幸先生（日本大学経済学部） 

 

［第 9回法政大学地理学会賞（最優秀卒業論文

賞）］ 

横山数馬：タイ国境地域におけるカンボジア人

出稼ぎ労働者の就業と生活の実態―タイサケ

ーオ県アランヤプラテートを事例として― 

 

［2019年度優秀卒業論文］ 

富田 龍：伊豆諸島における黒潮流路と漁獲量

の関係 

百瀬友哉：JR 東日本総武緩行線平井～浅草橋

間における遅延の概要 

髙梨智代：横浜市中区伊勢佐木モール 1・2 丁

目における中心商店街の構造変化 

 

［一般発表（口頭発表）］ 

松本昭大：伊豆諸島における島霧発生条件の気

候学的推定 

加藤美雄・塩谷恭正：近年の日本上空における

水蒸気量の経年変化―稚内、秋田、館野、潮

岬、鹿児島、名瀬、石垣島の7地点について

― 

齋藤 圭：河川・地下水の流入負荷を考慮した

塩湖の物質収支―中央アジア、イシク湖を事

例に― 

猪狩彬寛：草津白根山周辺水環境の水質形成要

因―火山体からの物質供給に着目して― 

矢巻 剛：島嶼における水質と流域環境との関

係について―長崎県対馬・壱岐・平戸を中心

に― 

鄧 志彬：中国の都市交通におけるシェアバイ

クの位置づけとその持続可能性に関する考

察 

鄭 瑩：都市における水辺空間と地域住民の意

識―杭州市銭塘江流域を中心に― 

足立公則：地域防災力強化にむけた被災3年後

の現状と課題―2016年8月台風10号による

洪水被災を事例として― 

 

［一般発表（ポスター発表）］ 

佐藤篤来ほか：三宅島における火山活動の影響

を考慮した水環境の変化に関する研究 

佐藤篤来ほか：猪苗代湖集水域の水循環に伴う

物質収支に関する研究―中性化問題に焦点を

あてて― 

小田理人ほか：石垣島の河川における水質組成

の分布とその変化 

山口ゼミ気象史班：広島の自然災害伝承碑と防

災教育 

山口ゼミ観測班：広島市における凪の観測と海

陸風特性 

山口ゼミ植生班：宮島における山火事後の植生

の消失と再生 

山口ゼミ地形班：近年の広島県における豪雨に

よる被害 

前杢ゼミ：ゼミ合宿 沼田巡検 

小寺ゼミ：小寺ゼミ2019年度活動報告 

片岡ゼミ1班：西川口駅周辺における多国籍化

変容―外国人用スーパーの存在― 

片岡ゼミ2班：神楽坂における料亭の立地展開

の変遷 

伊藤ゼミ：所沢ブランドの推進とまちの活性化

は成功しているか―所沢市公式キャラクター

「トコろん」を事例に― 

伊藤ゼミ：西武ホールディングス本社移転に伴

う所沢市民の意識変化 

伊藤ゼミ：航空発祥の地は所沢市のシンボルに

なる可能性の検討 

伊藤ゼミ：所沢市と西武ライオンズにおける地

域密着度の研究 

米家ゼミ2班：銀座周辺における地名に関する

考察 

米家ゼミ3班：施設立地にみる戦後の渋谷区の

変遷 

小原ゼミ1班：神田冠称復活にみる町内の意識

調査 

小原ゼミ2班：迷惑施設の「共存化」に向けた

行政の取り組み―JR 山手線駅周辺公衆喫煙

所を事例に― 

小原ゼミ 3 班：公開空地設置の有効性―丸の内

仲通り周辺地区の容積率移転で生まれた公

開空地に着目して― 

小原ゼミ4班：戦前期開発の郊外住宅の開発過
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程と現在の形態における評価―東京都板橋区

の常盤台住宅地を事例として― 

中俣ゼミ：中俣ゼミ活動報告 

 

［卒業論文発表］ 

 8 会場を使用して、合計 109 の発表を予定し

ていた。 

 

2018年度法政大学地理学術大会における 

一般発表の記録 

 

 これまで法政大学地理学術大会における発

表題目（一般発表（口頭発表）および一般発表

（ポスター発表））は次年度に発行する『法政

地理』誌の「学会記事」に掲載されてきたが、

『法政地理』誌の第52号からは、「学会記事」

等の速報性の必要な事項に関しては『地理学会

ニュース』に集約して掲載することとなった。 

したがって、2018 年度法政大学地理学術大

会の一般発表の題目に関しては『法政地理』誌

第 52 号には掲載せず、以下に記す。なお、同

大会の報告については、『地理学会ニュース』

2018 年度第 4 号（2019 年 3 月 22 日発行）を

参照のこと。 

 

［一般発表（口頭発表）］ 

猪狩彬寛：草津白根山周辺地域の水環境に関す

る研究 

矢巻 剛：長崎県島嶼河川の流域特性と水質に

ついて 

浅見和希：2014年9月27日御嶽山噴火前後に

おける山体周辺の水質変化 

堀本雅章：限界集落における観光地化と住民意

識―沖縄県宮古島市大神島大神集落の事例― 

吉岡大貴：新潟県上越市・十日町市における体

験教育旅行受け入れの展開と地域住民の受

容―「越後田舎体験」の民泊世帯を中心に― 

DENG Xiao：中国都市開発における観光客満

足調査―重慶市・洪崖洞を事例として― 

蓑田 道：古民家・空き家再生を通した地域活

性化・まちづくり事業者の活動紹介 

呉 丹藝：外国人技能実習生導入に伴う農家の

変容と実習生の来日要因と意識 

秦 彩文：幼年期における仮親習俗の日中比較

研究―日本高知県と中国山東省、河南省の比

較を中心に― 

 

［一般発表（ポスター発表）］ 

山口ゼミ気象班：栃木県における発雷分布とそ

の発雷要因の推定 

山口ゼミ植生班：奥日光におけるササ分布の遷

移 

山口ゼミ地形班：戦場ヶ原から中禅寺湖への冷

気の流出について―竜頭ノ滝周辺における温

度観測および風向観測― 

小寺ゼミ：2018年度（小寺ゼミ23期）活動報

告 

小寺ゼミ：北上川水系流域の中学校校歌に出現

する環境要素に関する考察 

宍倉ゼミ：春合宿の成果発表 

宍倉ゼミ：秋合宿の成果発表 

片岡ゼミ：人文地理学演習（1）活動報告 

片岡ゼミ：都心6区における牛丼チェーン店の

立地展開 

中俣ゼミ：2018年度中俣ゼミ活動報告 

小原ゼミ：まちづくり協定が地域に与える影響 

小原ゼミ：首都圏の私鉄企業におけるショッピ

ングセンターの立地特性 

小原ゼミ：ネパール人と共に生きるくらし 

小原ゼミ：「アキバ」地区の範囲確定に関する

分析 

伊藤ゼミ：鹿嶋市における子育て支援策の検討 

伊藤ゼミ：鹿嶋市のハマグリ漁業とブランド化

への道のり 

伊藤ゼミ：鹿嶋市における高齢化対策の現状 

伊藤ゼミ：鹿島開発の経緯―工業地帯とまちづ

くり― 

米家ゼミ：大正時代における新宿区の観光地の

特徴と変遷 

米家ゼミ：明治期における新宿区の名所の変遷 

米家ゼミ：昭和初期から戦前期における新宿区

の観光地の変遷 

米家ゼミ：高度経済成長期から現在における新

宿区の観光地の変遷―ガイドブックを参考に

して― 

                      

 

2019年度 常任委員会の記録 

 

第1回会合 

日 時・4月10日(水) 

18時35分～20時00分 

場 所・法政大学市ヶ谷キャンパス・ 

BT12階地理学文献センター 
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出席者・伊藤達也、加藤美雄、木村成彦、 

小原丈明、米家志乃布、狩野真規、

永保敏伸、前杢英明、細田浩、 

山口隆子． 

議 題： 

1．2019年度の新役員 

 2．会員動向、会費納入状況 

 3．2019年度の定期総会について 

 4．2019年度学会ニュースの発行予定 

 5．「法政地理52号」原稿募集予定 

 6．ホームページの年度更新について 

 7．「法政地理51号」の報告 

8．会則改正 

9．特別会計関係 

 

第2回会合 

日 時：2019年5月29日(水) 

19時00分～20時40分 

場 所：法政大学市ヶ谷キャンパス・ 

BT12階地理学文献センター 

出席者：伊藤達也・加藤美雄・木村成彦・ 

小原丈明・米家志乃布・山口隆子． 

（前杢会計委員長は巡検のため欠席） 

議  題： 

1．会員動向、会費納入状況、会費未納状況 

2．2019年度学会ニュース第1号の内容 

3．2019 年度の第 1 回例会・シンポジウム、

第2回例会・巡検、地理学術大会の計画 

4．学会用のメールアドレス変更 

 5．法政地理52号の原稿募集 

6．常任委員の役割分担の変更 

7．会則改正 

8．総会における議事の進行 

 

第3回会合 

 日 時：2019年9月25日(水) 

19時00分～21時00分 

場 所：法政大学市ヶ谷キャンパス・ 

BT12階地理学文献センター 

出席者：伊藤達也・加藤美雄・木村成彦・ 

小原丈明・前杢英明・山口隆子． 

議  題： 

1．会員動向、会費納入状況、地籍調査研究

会への入会、「法政地理」のバックナンバ

ーの販売について 

2. 学会ニュース第2号の内容 

3．第1回例会・シンポジウム報告 

4．法政大学地理学会2019年度第2回例会（巡

検）の案内 

5.「法政地理52」の投稿状況と日程 

6．常任委員の分担案 

7．会則改正 

8．会計ソフトの購入 

9．法政大学地理学会創立70周年記念論文集

と地理学研究奨励金の経過 

 10.印刷会社の未払い分 

 

第4回会合 

日 時：2019年12月4日(水) 

19時00分～20時10分 

場 所：法政大学市ヶ谷キャンパス・ 

BT12階地理学文献センター 

出席者：伊藤達也・加藤美雄・木村成彦・ 

小原丈明・前杢英明・山口隆子． 

議 題： 

1．会員動向、会費納入状況、代理徴収の申

請、新会員システムの導入、住所不明者の

取扱い 

2．学会ニュース第3号の内容 

3.第 2 回例会（巡検）と 2019 年度法政大学

地理学術大会 

4.ニュース第 3 号、及び 2019 年度法政大学

地理学術大会の案内のHPへの掲載 

 5．「法政地理52」の進捗状況と作業日程 

 6．会則改正 

7．法政大学地理学会創立70周年記念論文集

と地理学研究奨励金 

 

第5回会合 

日 時：2020年2月12日(水) 

18時00分～19時40分 

場 所：法政大学市ヶ谷キャンパス・ 

BT12階地理学文献センター 

出席者：伊藤達也・加藤美雄・小原丈明・ 

前杢英明・山口隆子． 

（木村広報委員長は欠席） 

議 題： 

1．会員動向、会費納入状況、法政大学教育

研究補助金の申請、地理学術大会への援

助、新会員管理システムの導入 

 2．2019年度学会ニュース第4号の内容 

 3．2019 年度法政大学地理学術大会と 2020

年度法政大学地理学会総会 

4．「法政地理52」の進捗状況と投稿規定の改 
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 正 

5．被災学生の会費返還に関する細則の改正 

6．次期総会における名誉会員の推薦 

7．法政大学地理学会創立70周年記念論文集

と地理学研究奨励金 

                     

 

会計委員会より 

 

 会費を滞納されている方にお知らせ致しま

す。本会は２年以上滞納されたら納付の督促を

行い、３年以上滞納されたら会誌等の発送を停

止しております。また滞納期間が５年に達しま

すと、自動的に除籍する対応を取っております。

会員各位におかれましては、住所変更等で学会

からの連絡が届かず、結果として会費滞納状態

になっている方もいらっしゃると思います。住

所変更等がありましたら、かならず学会にお知

らせいただきますようお願い致します。 

また、細則変更により、地震・噴火・気象災

害などに遭われた会員には、申請により会費返

納ができるようになりました。 

 

会員動向（2019.12.5〜2020.3.10まで。敬称略） 

【入会】 

・［一般］鹿野 健人（埼玉） 

【退会】（年度末） 

・古勝 早人（通教学生） 

・名取 京子（一般） 

・古谷 昇（通教学生） 

                     

 

法政大学地理学会創立 70周年記念行事関連 

 

１．記念論文集 

 (1)編集委員会 2020.2.10開催  

・原稿の進捗状況と担当者の割当 

・原稿の分量と締切の確認 

・経費の概算の検討 

 

 (2)今後の予定 

・2020.1.10～3.31 出来上がった原稿の収集 

・2020.5 月下旬  原稿の読み合わせ，修正

依頼などの作業，印刷業者と打合せ 

・2020.8月頃    印刷所へ入稿 

・2020.10～12月 校正（3回） 

・2021.1月上旬  念校，最終校正 

・2021.2月下旬  法政大学地理学会創立70

周年記念論文集 発刊 

・2021.2 月下旬～ 会員・学生・献本等の発

送作業 

 

２．地理学研究奨励金 

(1)法政大学地理学会「地理学研究奨励金」授与

者が以下の通り決定し会長に報告（12/15） 

・「沖縄本島における米軍基地跡地開発の検証」  

朱 暁蕾 

・「中央アジア・イシク湖及びその流域の水質

に関する地理学的研究」齋藤 圭 

・「長崎県島嶼における水環境の特性と形成要

因」矢巻 剛 

(2) 法政大学地理学会総会（5/23）で研究奨励

金の授与を行う 

 

<<学会ニュース原稿の募集>> 

 法政大学地理学会ニュースに掲載する原稿を広

く会員の皆様から募集しております。原稿のご相

談は、下記の連絡先までお願いいたします。 

連絡先：庶務委員会(shomu@chiri.info) 

 

 

 2020年3月23日発行 

編集 法政大学地理学会庶務委員会 

 発行 法政大学地理学会常任委員会 

 〒102-8160  

  東京都千代田区富士見2－17－1 

  法政大学文学部地理学教室内 

 Fax.  03-3264-9459 

  E-mail  hoseichiri@chiri.info  

 Web  http://www.chiri.info/index.html  

  郵便振替 00170-9-167442
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